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青大豆「行田在来」による地域農業の活性化
加須農林振興センター普及部

１　背景
大規模ほ場整備事業が完了する行田市斎条土地改良

区の営農計画を実現するため、青大豆「行田在来」を
作付けし、大豆加工品の試作と商品化を進めた。
２　農業者の取組･普及部の支援

（1）行田在来の導入提案と栽培支援
「行田在来」を斎条土地改良区に導入することを

提案、栽培指針を作成し、大型機械による省力栽培
を支援した。

（2）大豆の販路開拓
行田市内の豆腐業者４社や鴻巣市の社会福祉法人

「こぽす」に豆腐の試作と製造を依頼した。他に市
内の「戸塚煎餅店」、桶川市の「手づくり屋さん」、
行田市穀類加工研究会の「忍のみそ」への利用を推
進した。

（3）直売所利用協議会や斎条地区に、行田在来枝豆
の販売と「枝豆収穫体験」を提案し、その実施を支
援した。

３　活動の成果
（1）「行田在来」が夏期の未利用農地1.8haに導入され、平成20年は７haに作付拡大した。
（2）商品化した「行田在来」豆腐は、ＪＡ行田農産物直売所で１か月に25万円〜 60万

円売上げる大人気商品となり、直売所全体の売上は
前年比110％以上に増加した。

（3）平成20年産大豆は、豆腐業者「こぽす」から８t、
「手づくりやさん」から３tの予約を受注することが
できた。販路確保に裏打ちされ、生産者が１名増え、
自信をもって大豆栽培に取り組むようになった。

（4）「行田在来」を使った豆腐や卯の花、豆せんべい、
豆おこわ、ゼリーフライ（地域に伝わる伝統的なお
やつ)が商品化され販売された。

（5）「枝豆収穫体験」バスツアーが農協観光主催で開
催され、グリーンツーリズムの推進に貢献した。

４　今後の取組
（1）人気の高い「行田在来」をより安全安心に生産し、採算の取れる栽培支援を行う。
（2）「行田在来」の未利用農地への導入や計画的な土地利用を進め、地域農業の活性化を

図る。
（3）学校給食に使用し、子ども達に対する地産地消を一層推進する。

斎条地区の土地利用状況

大豆のコンバイン収穫

人気の「行田在来」豆腐

ニーズを捉えた生産拡大　—販路拡大の推進—
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復活した「行田在来」を使い、甘みが強く大豆の味が濃い

青大豆「行田在来」　生粋豆腐

加須農林振興センター農業支援部

　姿を消していた青大豆「行田在

来」が時を超えて復活！行田の地

で丹精込めて栽培した幻の大豆を

原料に、甘みと大豆特有の風味の

ある、スイーツのようなおいしい

豆腐ができました。

　各方面で紹介され、ピーク時に

は200丁の豆腐が30分で売り切れ

てしまうほどの直売所の目玉商

品。「木綿豆腐」180円、濃厚な

味わいの「寄せ豆腐」220円です。

　「行田在来」は、地域の担い手2名が中心となり結成した行田青大豆研究会が栽培しています。

小面積の試作から始め、現在は、斎条地域や谷郷地域で、遊休農地等を含む約9haで栽培して

います。行田市と連携し、ブランド化に向けたPR活動にも積極的に取り組んでいます。

　豆腐加工を担当する「こぽす」は、国産大豆を使ったこ

だわりの豆腐屋です。青大豆「行田在来」は豆腐加工が難

しく、特徴を活かすための試作を繰り返しました。その結果、

とてもおいしい豆腐ができました。

　この豆腐の評判によ

り、豆煎餅・ゼリーフ

ライ・みそ等、「行田

在来」を使った農産加

工品が次々に商品化さ

れています。行田の味、

どうぞお試しくださ

い。

青大豆「行田在来」

■販売場所
JAほくさい行田農産物直売所
電話：048-556-2203
住所：行田市富士見町1-8-1
　　　（水曜定休）
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